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教 師 ：黒帯ってみんな知ってる ？
(C: 分からない。）
こうせ ：1番強い帯。
教師 ：たくさん言ってくれている共古川先生とこ
んなことした，古川先生がこんなこと言って
くれたってことまだある？
ことえ ：あやちゃんが言っていた，古川先生が帽子を
かぶるのは，頭をかくすんじゃなくて，掃除
をしている時に，もしこけたら，帽子がなか
ったら血が出るからかぶっているって言って
いました。
4. 単元の考察
4. 1. 伝え合う活動を通して
「だいすきふぞく小学校～しょうかいしよう おき
にいりのばしょ～」の単元では， 自分の校内のお気に
入りの場所を友達に伝えるというめあてをもって臨ん
だことで，子どもたちは，友達に伝える日を楽しみに
取り組むことができた。絵や工作に表すときには，「ど
んなになっていたかな？」「もう一度見に行ってきてい
い？」と，何度もお気に入りの場所を訪れ，じっくり
見る様子が見られた。対象によく関わる必要性を感じ
ることができた。
「大すきふぞく 小学校～うろちょろたんけんたい
どんなしごとをしてくれているのかな～」の単元では，
あやの古川先生が帽子をかぶっている理由の発言に対
して，ことえは，「あやちゃんが言っていた，古川先生
が帽子をかぶるのは，頭をかくすんじゃなくて，掃除
をしている時に，もしこけたら，帽子がなかったら血
が出るからかぶっている」と発言している。ことえは，
自分が調べたことと比べての発言である。ことえの発
言を聞いたことにより，他の子たちも，外のいろいろ
な場所を掃除してくれているから，こけてけがをする
こともあるだろうと考えることができたのではないか。
4. 2. 表現方法の工夫により
気づきを言葉だけでなく，絵や動作に表したり，子
どもたちが写真に撮っていたものを掲示しておいたり
したことは，説明が十分できない 1年生の子どもたち
にとって，気づきを共有するのに効果的であった。
「だいすきふぞく小学校～しょうかいしよう おき
にいりのばしょ～」の単元で， ゆうきがおきにいりの
場所を発表したときには，「これは何ですか？」と粘土
で作ったまが玉池を中心におたずねが出され，話が広
がっていった。また， 「まが玉池の近くには川があっ
て ．．． 」と言う，ゆうじの「川」も子どもたちはイ
メージすることができた。
みよやことえが発表したいと思っている古川先生の
めがねについては，絵や動作化，写真を使ったことで，
どの子も共有することができた。また，ことえがめが
ねを手で表したことを受け，みよが教室に掲示してあ
る写真にも写っていることを伝えた。ことえが動作を
したことで，みよをはじめ，ことえのめがねのことを
共有することができた。みよの言う「葉っぱが入らな
いためにつけているめがね」が，ことえの言う「めが
ね」とつなげることもできた。
5. 成果と課題
「だいすきふぞく小学校～しょうかいしよう おき
にいりのばしょ～」の単元では，友達のお気にいりの
場所を発表している様子を見て， どの子も早くみんな
の前で発表したいという姿が見られた。
また，「大すきふぞく小学交～うろちょろたんけんた
い どんなしごとをしてくれているのかな～」の単元
では，伝え合った後， 自分たちはこんなに校務員さん
のことが分かったという誇らしげな姿が見られた。そ
の後も校務員さんの他に，それぞれが気になる事務室
の先生，警備員さん，教頭先生のことも調べたいと意
欲的であった。
全体で話し合う活動を取り入れることは，友達の気
づきに触れ，友達の気づきと自分の学びを比べること
で，気づきが広がったり，深まったりするという成果
も見ることができた。
また，気づきを伝え合うために，言葉だけでなく，
絵や写真粘土や工作，動作化を用いるようにした。
そうすることで，子どもたちは，より具体的に話すこ
とができたりして，同じものを共有しながら話し合い
をすることができたり，十分気づきの質を高める効果
を生むことができた）
今回は，伝え合う中では，一人での学びでワークシ
ート等に気づきが表現されているものの，それをタイ
ミングよく出させることは難しいと感じt~ 今後の課
題としたい。
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